
 

第１章 
CBC オプトテクノロジーズ株式会社（以下「当社」）は、高度情報化社会における個人情報保護の重
要性を深く認識し、個人情報保護法の趣旨に則り、お客様（取引先ご担当者様を含みます。）の個
人情報の保護について、以下のとおりプライバシーポリシーを定め、個人情報の適切な保護に努めます。
なお、本ポリシーで使用する用語の意味は、個人情報の保護に関する法律に準拠するものとします。 
 
1. 利用目的 
当社は、以下に定める利用目的を達成するため、適正かつ公正な手段により必要な範囲内に限って個
人情報を取得及び利用致します。 
 
● 契約の履行、アフターサービス実施 
● お問い合わせの受付及びこれらのお問い合わせへの返答 
● 商談・打合せのご連絡 
● 製品、サービス、セミナー、展示会等の情報提供 
● 新たな製品、サービスの検討、開発、立上げ 
● 採用の選考・決定 
● 広報媒体や各種メディアを含む広報活動 
● 製品・サービスを利用されるお客様に関する分析、統計の収集 
● 受託業務の遂行 
● 社会慣習上相当な範囲内でのご挨拶またはご通知 
● 上記各項目に関連する活動その他、個人情報を取得する際に明示した利用目的の達成のため 
また、当社は、当社の親会社である CBC 株式会社（以下「CBC」）及びそのグループ会社における以
上の各事項に関連する業務のためにも、個人情報を取得及び利用致します。 
 
2. 第三者提供 
当社は、以下のいずれかに該当する場合を除き、お客様からご提供いただいたご本人の個人情報を第
三者に対して開示することはありません。 
 
● 本人の事前同意がある場合 
● 法令に基づき開示しなければならない場合 
● 人の生命・身体・財産の保護のために必要な場合であって、本人の同意を得ることが困難である場

合 
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同



意を得ることが困難であるとき 
● 国の機関の委託を受けた者が法令の定める事務を遂行するに際して協力するのに必要な場合であ

って、本人の同意を得ることにより当該事務遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき 
● 合併・会社分割・事業譲渡その他の理由による事業の承継に伴い、個人情報を提供するとき 
 
3. 個人情報の共同利用 
取得しました個人情報は、下記のとおり共同利用する場合がございます。 
共同利用にあたっては、個人情報を適切に保護するため、当社および共同利用する会社間で合理的な
安全管理措置を構築してまいります。 
 

＜共同利用する個人情報＞ 
会社名、所属、職位、氏名、住所、電話番号、メールアドレス、お客様とのやり取りに含まれる情
報等 
 
＜共同利用する会社＞ 
CBC グローバルネットワーク｜企業情報｜CBC 株式会社 に記載している CBC の関連会社 
 
＜共同利用する目的＞ 
上記「1．利用目的」の範囲 
 
＜共同利用する個人情報の管理について責任を有する者の名称＞ 
東京都中央区月島二丁目 15 番 13 号 
CBC 株式会社 
代表取締役社長 圡井 正太郎 

 
４．日本国外への移転 
当社は、お客様の個人情報を日本国外に移転する場合がございます。CBC のグローバルネットワークは
こちら CBC グローバルネットワーク｜企業情報｜CBC 株式会社をご確認下さい。 
 
当社は、お客様の個人情報を、業務委託先や共同利用先を含む日本国外の事業者等の第三者に提
供する場合、以下のいずれかに該当する場合を除き、お客様の同意に基づき提供します。 
 
（１）第三者が日本と同等の水準の個人情報保護制度を有している国として法令に定められている

国にある場合 
（２）第三者が日本の個人情報取扱事業者が講ずべき措置に相当する措置を継続的に講ずるため

に必要な体制を構築している場合。なおこの場合、第三者の相当措置の継続的な実施を確保す



るために当社は必要かつ適切な措置を講じます。 
 
５. 安全管理措置 
当社は、関連法令に従い個人情報を管理するための適切な体制を構築し、個人情報保護に関して想
定される危険に対して、適切な安全管理措置を講じます。 
（１）基本方針の策定 

個人情報の適正な取扱いの確保のため、関係法令を遵守し、個人情報保護方針を策定していま
す。 

（２）組織的安全管理措置 
個人情報保護管理者を任命するとともに、個人情報の安全な取扱いに関する社内ルールを整備
し、法令等に違反している事実又は兆候を把握した場合の責任者への報告連絡・体制を構築し
ています。 

（３）人的安全管理措置 
当社は、従業者（役員、正社員、契約社員、派遣社員及びアルバイト等の一切を含みます。以
下同じ。）に対し、個人情報の保護及び適正な管理方法についての研修を実施し、日常業務に
おける個人情報の適正な取扱いを徹底します。 

（４）物理的安全管理措置 
権限を有しない者による個人情報の閲覧を防止する措置を実施しています。 

（５）技術的安全管理措置 
アクセス制御を実施して、担当者及び取り扱う個人情報データベース等の範囲を限定するとともに、
個人情報を取り扱う情報システムを外部からの不正アクセス又は不正ソフトウェアから保護する仕
組みを導入しています。 

（６）外的環境の把握 
個人情報を保管している各国における個人情報保護に関する制度を把握したうえで安全管理措
置を実施しています。 
 

当社および CBC グループ会社が個人情報を取り扱う国名は、CBC グローバルネットワーク｜企業情報
｜CBC 株式会社をご参照下さい。 
個人情報の提供先となり得る日本国外の国における個人情報の保護に関する制度等については、以
下の個人情報保護委員会のウェブサイトをご参照ください。 

諸外国・地域の法制度 ｜個人情報保護委員会 (ppc.go.jp)  

６. 保管期間 
当社は、個人情報取得時の目的を達成するために必要な期間、お客様の個人情報を保管します。ま
た、当社は、情報の分量、性質、機密性、不正な使用もしくは開示による危害の潜在的リスク、利用・



処理目的もしくは代替手段による当該目的の達成可能性又は適用される法律及び税務に基づく義務
の遵守もしくは業務上の必要性等を考慮したうえで、個人情報をより長期間保管することもあります。 
 
７. 適用法令順守 
お客様には、各国の個人情報保護に関する法令に則った権利があります。 
本人が EEA（欧州経済地域に含まれる国）又は英国に居住されている場合、当社は、一般データ保
護規則第 2016/679 号（GDPR）又は英国データ保護法（DPA）に従って個人データを処理しま
す。第２章 APPENDIX (GDPR) 記載の追加条項もご確認下さい。 
 
８. 個人情報に関するお問い合わせ 
当社は、個人情報の開示・訂正・利用停止・消去・第三者への開示・提供の停止等の依頼があった場
合は、本人であることを確認させていただいたうえで、法令および特別の理由に基づくものでない限り、電
子データ又は書面のうち本人が希望される方法（希望がなければ当社が選択する方法）にて対応いた
します。下記のお問い合わせ窓口までお申し出ください。 
 
CBC オプトテクノロジーズ株式会社 
〒135-0016 東京都江東区東陽 4 丁目 11－38 JMF ビル東陽町 01 7F 
管理グループ 個人情報お問い合わせ窓口 
メール︓kimura@cbc-optotech.co.jp 
 
９. クッキー（Cookie）ポリシー 
クッキー（Cookie）とは 
当社では、クッキー（Cookie）を用いているページがあります。クッキーとは、ウェブサーバからお客様のブ
ラウザにデータを送信し、その内容を参照する機能ですが、お客様の個人情報を収集するものではありま
せん。また、お使いのブラウザの設定によって、クッキーの機能を無効にすることができます。 
 
利用目的 
当サイトが提供するサービスの利用状況を把握することにより、サービス向上およびお客様の興味やニーズ
により適したサービスを提供するための参考としてクッキーを利用します。 
当ウェブサイトの動作に必須と判断し、一部のクッキーを必須としておりますが、個人が特定できる情報は
保存しません。 
10. 当サイトのリンク先の取り扱い 
ウェブサイトからリンクされている第三者のウェブサイトなど、当社の管理下にないウェブサイトでは、当社が
お客様の個人情報を管理することができません。リンクされているウェブサイトが独自にお客様の個人情報
を収集する場合もありますので、お客様ご自身の個人情報のお取扱いには十分ご注意いただき、それぞ
れのウェブサイトのプライバシーポリシーをご確認されることをお勧めします。 



 
11. プライバシーポリシーの改定 
当社は、法令の改正その他必要に応じ、プライバシーポリシーの内容を随時改定することがあります。その
場合、当社は、遅滞なく改定されたプライバシーポリシーを本ホームページ上に公開し、また、本ポリシーの
最終改定日を明示いたします。 
 
制定日︓2025 年 3 月 13 日 
 
＜個人情報取扱事業者＞ 
CBC オプトテクノロジーズ株式会社 
〒135-0016 東京都江東区東陽 4 丁目 11－38 JMF ビル東陽町 01 7F 
代表取締役社長 齋藤 勘一郎 
 
第２章 
＜APPENDIX (GDPR)＞ 
以下の追加条項は、GDPR 又は英国データ保護法（DPA）の保護を受ける対象者に適用されます。
本追加条項で使用される用語、例えば「個人データ」や「処理」に関しては、GDPR 第 4 条の定義をご
参照下さい。なお、第１章で規定する内容と第２章で規定する内容が抵触する場合には、第２章の
規定が優先するものとします。 
 
1. 処理される個人情報の種類 
当社が提供するサービスのうち、お客様に個人データをご提供いただくことがあるものの例としては、以下の
ようなものがあります。 
 
 氏名 
 社名、役職名 
 国/地域、郵便番号、住所、電話番号、ファックス番号 
 E-mail アドレス 
 IP アドレス、Cookie、アクセスログ 
 その他各種サービスの提供に必要な情報 
 
2. 個人情報の処理の法的根拠 
当社は、お客様の個人データを GDPR（第 6 条および第 7 条）に規定された以下の法的根拠に基づ
いて処理します。 
 
 正当な利益の追求のために処理が必要となる場合 



 お客様が契約当事者となっている契約の履行のために処理が必要となる場合 
 当社が服する法的義務を遵守するために処理が必要となる場合 
 事前に本人に同意をいただいた場合 
 
3. 個人情報の第三国等への移転 
当社は、お客様との契約の履行のため、または、契約締結前の本人の求めに応じた手続の履践のため
に、EU 域内で取得した個人情報を第三国へ移転することがあります。欧州委員会による十分性認定を
受けていない国に移転する場合、当社は、標準データ保護条項の措置を用いてお客様の個人情報を
適法に移転します。 
 
4. お客様の権利 
お客様は、当社が取得し処理する個人データについて、以下の権利を有しています。 
これらの権利は、例えばお客様の要請に応じることによって他者の個人データが開示されるなど、これらの
権利が第三者の権利（当社の権利を含みます。）を侵害する場合または法律により保管が義務付け
られる情報もしくは保管に関して当社が正当な法的利益を有する情報を消去するようお客様が当社に
求める場合、制限されることがあります。GDPR および現地のデータ保護法の双方に関連する例外が含
まれます。 
 

データ処理に関する情報の取得 
お客様は、お客様に関係する当社のデータ処理行為に関してすべての必要な情報を当社から取得
する権利を有しています（GDPR 第 13 条および第 14 条）。 
個人データへのアクセスの権利 
お客様は、お客様に関係する個人データが処理されているか否かについて当社から確認を受ける権
利があり、処理されている場合はその個人データおよび関連する一定の情報にアクセスする権利があ
ります（GDPR 第 15 条）。 
個人データの訂正または消去の権利 
お客様は、お客様に関係する不正確な個人データを不当な遅滞なく訂正させる権利、また不完全
な個人データを完全なものにさせる権利を有しています（GDPR 第 16 条）。また一定の要件を満
たす場合に、お客様に関係する個人データを不当な遅滞なく消去させる権利を有しています
（GDPR 第 17 条）。 
個人データの利用の制限の権利 
お客様は、一定の要件を満たす場合に、個人データの利用を制限させる権利を有しています
（GDPR 第 18 条）。 
個人データの利用に対する異議申立ての権利 
お客様は、一定の要件を満たす場合に、お客様に関係する個人データの利用に対して異議を述べ
る権利を有しています（GDPR 第 21 条第 1 項）。 



ダイレクトマーケティングに対する異議申立ての権利 
お客様は、いつでもダイレクトマーケティング又はダイレクトマーケティングのために当社が行うプロファイ
リングからオプトアウトする絶対的な権利を有しています（GDPR 第 21 条第 2 項）。 
個人データのデータポータビリティの権利 
お客様は、一定の要件を満たす場合に、お客様に関係する個人データについて、構造化され、一
般的に利用され機械可読性のある形式で受け取る権利、またそのデータを当社から妨げられること
なく別の管理者に対して移行する権利を有しています（GDPR 第 20 条）。 
自動化された意思決定の対象とならない権利 
お客様は、一定の要件を満たす場合に、お客様に対して法的効果または同様に重大な影響をもた
らす、自動化されたデータ処理のみに基づく意思決定 （プロファイリングを含みます。）の対象とな
らない権利を有しています（GDPR 第 22 条）。 
 

お客様は、当社によるお客様の個人データの処理について、お客様の居所、職場または GDPR 違反
発生地の加盟国のデータ保護監督機関に異議を申し立てることができます。 
 


